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４，25．第50回日本リウマチ学会プログラム抄録集 168．
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９．第32回九州リウマチ学会プログラム抄録集 48．
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リウマチ学会プログラム抄録集 59．
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ドが有効であったMRSAによる人工弁感染性心内膜炎・脳膿瘍の１例．第76回日本感染症学会西日

本地方会．岡山．2006，11，23．第76回日本感染症学会西日本地方会プログラム・抄録集 84．

９ 吉澤 滋，織部元廣，古郷 功，澤部琢哉，上田 章，吉澤誠司，都留智巳，永野修司，多田 斉，

塚本 浩，中島 衡，堀内孝彦，多田芳史，大塚 毅，長澤浩平，草場公宏：関節リウマチ (RA)

に対する抗 TNF製剤の有効性の検討（第３報）．第31回九州リウマチ学会．2006，３，４．第31回

九州リウマチ学会プログラム抄録集 49．

その他の学会等

１ 小荒田秀一，三田村未央，井上久子，末松梨絵，多田芳史，大田明英，長澤浩平：佐賀大学におけ

るレミケード投与の実際―クリニカルパスの利用状況．第２回佐賀リウマチ研究会．2006，７，28．

２ 長澤浩平，小荒田秀一，多田芳史：自己免疫疾患における自己抗体産生Ｂ細胞を標的とした治療の

開発．厚生労働省班会議．東京．2006，１，18．
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るか？ 厚生労働省班会議．京都．2006．７，１．
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開発．厚生労働省班会議．東京．2006，12，22．
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(千円)

教 授 長澤 浩平 平成18年度科学研究費補助

金

基盤研究 ⑵ Ｂ細胞上の RP105分子の総合解析

―自己免疫疾患における機能から創薬

まで―

2,200

教 授 長澤 浩平 平成18年度厚生労働科学研

究費

特定疾患対策研究事業

骨・関節系研

究班大腿骨頭

壊死症調査研

究分科会（分

担）

特発性大腿骨頭壊死症の予防と治療の

標準化を目的とした総合研究

700

教 授 長澤 浩平 平成18年度厚生労働科学研

究費

免疫アレル

ギー疾 患 予

防・治療研究

事業（分担）

免疫疾患に対する免疫抑制療法等先端

的新規治療法に関する研究

2,000

教 授 長澤 浩平 平成18年度民間との共同研

究

自己免疫疾患患者由来 RP105陰性Ｂ

細胞の膜上に特異的に発現する分子の

同定と当該細胞の自己免疫疾患発症に

おける役割に関する研究

1,950

教 授 長澤 浩平 平成18年度民間との共同研

究

自己免疫患者由来樹状細胞の膜上に特

異的に発現する分子の同定と当該細胞

の自己免疫疾患発症における役割に関

する研究
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